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健康相談活動の充実に向けた研究 

－ 健康相談活動シートの活用による「自分らしい意思決定・行動選択」を目指して－ 

 

吉田 沙緒里１      

 保健指導を担っている養護教諭が行う健康相談活動は、生徒にとって重要である。本研究では、養護教諭

が作成する健康相談活動シートを活用し、不定愁訴のある生徒に対し健康相談活動を行った。健康相談活動

シートを活用し、生徒の話や状況をまとめ、見立てや生徒が「自分らしい意思決定・行動選択」をするため

の目的、方針、具体的な支援策を考える取組を通して、健康相談活動の充実を図った。 

 
はじめに 

 

新型コロナウイルス感染拡大の影響など変化が大き

い現代社会の中で子どもたちは生活している。 

学校保健安全法第８条に「学校においては、児童生

徒等の心身の健康に関し、健康相談を行うものとする。」

と健康相談が位置付けられている。保健体育審議会答

申では「養護教諭は、児童生徒の身体的不調の背景に、

いじめなどの心の健康問題がかかわっていること等の

サインにいち早く気付くことのできる立場にあり、養

護教諭のヘルスカウンセリング（健康相談活動）が一

層重要な役割を持ってきている。」と示されている（文

部科学省 1997）。       

また「現代的健康課題を抱える子供たちへの支援～

養護教諭の役割を中心として～」では、「『心身の健

康に関する知識・技能』『自己有用感・自己肯定感（自

尊感情）』『自ら意思決定・行動選択する力』『他者

と関わる力』を育成する取組を実施する。」とされて

いる（文部科学省 2017 p.１）。その中の「自ら意

思決定・行動選択する力」については、「児童生徒が、

『自分なりの不安や悩みの解決策』『自分らしい意思

決定』ができるようにするため、健康相談や保健指導

を通して、自分について見つめたり、考えたりするこ

とを支援する。」と示されている（文部科学省 2017 

p.４）。 

先行研究では「中学・高校生は思春期の発達段階の

観点から,思春期危機と言われ,心理的危機に陥りやす

い時期であり,心的要因による健康問題を抱える生徒

に対する養護教諭が行う健康相談・健康相談活動によ

る継続支援の重要性が示唆される.」と述べられている

（菊池他 2018 p.27）。心的要因による身体的不調

には継続的な健康相談活動が重要であると述べられて

いることから、身体の異常はないが、体調不良を繰り

返し訴える不定愁訴のある生徒にも有効ではないかと

考える。そして「生徒自身の困り感を、生徒自らの言

葉で発信できるヘルスアセスメントシートは、困り感

が明確になり、具体的な支援に直結する有効なツール

であることが分かった。」と述べられている（城所 

2014 p.53）。このことから、生徒の困りを支援につ

なげるためにシートが有効であるといえる。 

中学生はアイデンティティ確立の時期を迎え、心と

体の変化に伴い、思春期特有の不安定さがときに不定

愁訴として表れやすい。 

養護教諭としてこれまで不定愁訴のある生徒の見立

てや対応に苦慮した経験がある。保健室への来室の背

景は様々な理由が考えられるため、保健室の中だけで

は多面的な実態把握につながらない可能性があり、生

徒を適切に見立てることは難しい。生徒自身が身体的

不調の要因に気づき、困りの解決策を考えることが、

養護教諭としては重要であると考える。つまり、生徒

が身体的不調の背景にあるものを捉え、気持ちに折り

合いをつけ、なりたい状況を考え、できる範囲の解決

策を考え、行動することで、不定愁訴を解消し、健康

的な生活を送ることが重要ではないかと考える。 

そのためには一人ひとりの生徒に応じた、きめ細や

かな対応が必要であり、その手立てとして健康相談活

動シートの作成を考えた。養護教諭が健康相談活動シ

ートに生徒の話を記録し、まとめ、見立て、「自分ら

しい意思決定・行動選択」ができる具体的な支援策を

考え実施していくことで、不定愁訴のある生徒の健康

相談活動が充実できると考えた。なお、本研究では「自

分らしい意思決定・行動選択」を働きかけるとは、養

護教諭が行う健康相談活動により、生徒が自分の身体

的不調は心的要因が影響していることに、気付き、捉

え、気持ちの折り合いをつけることや自分のなりたい

状況、できそうな行動を選択できるように働きかける

こととする。 

 

研究の目的 

 

不定愁訴のある生徒に対し、養護教諭が健康相談活

動シートを活用し、生徒自ら「自分らしい意思決定・
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行動選択」ができるようになる働きかけを通して健康

相談活動を充実させることを目的とする。 

 

研究の内容 

 

１ 仮説 

 不定愁訴のある生徒に対し、養護教諭が健康相談活

動シートを活用し、生徒自ら「自分らしい意思決定・

行動選択」ができるようになる働きかけを通して健康

相談活動が充実するのではないか。 

 

２ 健康相談活動シートの対象生徒 

 保健室に来室した生徒は、来室カードに自覚症状、

生徒自身が考える自覚症状の要因、検温結果等を記入

する。身体症状はあるが、原因が分からない不定愁訴

のある生徒に対し、健康相談活動シートを用いた健康

相談活動を行う。 

 

３ 健康相談活動シート作成のための事前調査 

(1) 目的・方法等 

 全教員（中学校、管理職を含む、以下教員とする）

を対象に事前調査を行った。目的等については第１表

のとおりである。 

第１表 事前調査の対象と目的 

方法 対象 時期 目的 

質
問
紙
調
査 

全教員 

 
令
和
２
年
８
月
末
～

９
月
初
旬 

健康相談活動を行った生徒

の情報活用の状況や養護教

諭に求める生徒の対応を把

握 

養護教諭 

 

健康相談活動の課題と現状

を把握 

(2) 結果 

 教員を対象とした調査からは、養護教諭による不定

愁訴のある生徒に関する情報を活用している教員がい

ることが分かった。 

 教員が不定愁訴のある生徒に対し養護教諭にどのよ

うな対応を求めるか調査した結果を第１図に示した。 

 

第１図 養護教諭に求める不定愁訴のある生徒への 

対応 

教員への調査から、養護教諭に求める不定愁訴のあ

る生徒への対応は、「困りの理由を聞く」「困りを聞

く」「具体的な支援策を一緒に考える」「早退・休養

の対応」ということが分かった。このことから、養護

教諭が行う健康相談活動の中で、生徒の困りやその理

由を聞き具体的な支援策を考える必要があると考えた。 

 養護教諭へは、健康相談活動の中でどのような課題

があるか調査を行った。その結果、「不定愁訴のある

生徒が心的要因に気付くための支援を考えることや支

援を行うことの難しさを感じている」「生徒の話を聞

いた後、メモをまとめているが、時間がかかり、後で

見返したり、報告するときに分かりにくい」というこ

とが分かった。養護教諭には支援策を考え実施するこ

とと記録のまとめ方に課題があると考えた。 

 

４ 健康相談活動シート作成 

養護教諭が健康相談活動の中で行う、生徒が「自分

らしい意思決定・行動選択」ができる具体的な支援策

を考えるためには、養護教諭が健康相談活動の中で情

報をまとめ、見立てができるようなシートが有効であ

ると考えた。そこで筆者の課題を踏まえ、事前調査の

結果を参考に、見立てができ、生徒自ら「自分らしい

意思決定・行動選択」ができる健康相談活動の目的や

方針、具体的な支援策が考えられる健康相談活動シー

ト（以下シートとする）を作成した（第２図、第３図）。

さらに情報をまとめやすく、活用が行いやすいことも

意識した。 

 

第２図 健康相談活動シート（表面） 

 

①困り・嫌なこと・心配なこと ②理由  

 

 

 

 

  

③困りに対しての生徒の要望・気持ち ④プラスな気持ち ⑤生徒の表情・様子（事実） 

 

 

 

 

  

⑥話す中での生徒の気持ちの変化 ⑦気持ちの変化の理由 ⑧生徒が困りに対して行ったこと 

 

 

 

 

  

⑨引継ぎ・教職員からの情報  ⑩その他・メモ 

 

 

 

  

 

養護教諭の働きかけ（具体的な支援） 生徒の反応、気持ち（     ）を聞く 

 

 

 

 

現在の状況（見立て） 

(原因不明も可) 

 

 

健康相談活動の目的  生徒が心的要因であることを自分の事として捉えるようにする 

  生徒が気持ちに折り合いをつけられるようにする 

  生徒がなりたい状況を考えられるようにする 

  生徒が自分でできる範囲内の解決策を考えられるようにする 

健康相談活動の方針 

 

  

健康相談活動の具体策  

 

 

協力してくれる先生 養護教諭 

生徒 

 

(ｎ＝21) 

① ② 

③

 
④ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ 
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第３図 健康相談活動シート（裏面） 

シートは養護教諭が生徒の話や様子等を記入して活

用する用紙である。養護教諭だけでも、情報をまとめ、

見立て、健康相談活動の目的、方針が立てられ、具体

的な支援策を考えられように、生徒から聞き取る内容

を10項目とした（第２表）。養護教諭がまとめた情報か

ら、具体的な支援策まで系統的に考えられるように項

目を配置し、１枚で収まるシートを考えた。さらに裏

面には養護教諭の働きかけとそれに対する生徒の様子

が記入できるようにした。不定愁訴のある生徒は来室

が長期化するため、経過を追えるように工夫した。 

第２表 シートの聞き取り項目の内容 

①困り･嫌なこと･心配な

こと 

②理由 

③困りに対して生徒の要

望･気持ち 

④プラスな気持ち 

⑤生徒の表情･様子（事実） 

⑥話す中での生徒の気持

ちの変化 

⑦気持ちの変化の理由 

⑧生徒が困りに対して行

ったこと 

⑨引継ぎ･教職員からの情   

 報 

⑩その他･メモ 

(1) 聞き取り項目の設定理由 

「①困り・嫌なこと・心配なこと」「②理由」は、身

体的不調の要因を明らかにするためと、教員の事前調

査から養護教諭に求める不定愁訴のある生徒への対応

の上位であることから、項目を設定した。また「②理

由」は、困りの理由が様々であることから、枠を大き

くした。「③困りに対しての生徒の要望・気持ち」は、

養護教諭が受容的に生徒の話を聞くことで、ありのま

まの自分を受け止めてもらえたと生徒に実感してもら

い、今後の健康相談活動の中でも、生徒が本心を話せ

るように項目を設定した。「④プラスな気持ち」は、生

徒の好きなことや得意なことを書く欄である。好きな

ことや得意なことを話すことは、生徒の前向きな気持

ちを引き出すことにつながる。この前向きな気持ちが、

困りの解決や「自分らしい意思決定・行動選択」のた

めの生徒自身の原動力にもなると考えた。また見立て

や方針等を立てるための参考になると考え項目を設定

した。「⑤生徒の表情・様子」は、非言語で表している

生徒の気持ちを推し量るために項目を設定した。「⑥話

す中での生徒の気持ちの変化」「⑦気持ちの変化の理由」

は、健康相談活動を通して生徒の変化とその理由を書

く欄である。会話や会話の雰囲気等を通して、生徒の

変化を感じ取り、言語化して生徒に伝えることで、生

徒が自身の変化に気付くと考えられるため項目を設定

した。「⑧生徒が困りに対して行ったこと」は、言動に

至る気持ちや置かれている状況を理解し、さらに生徒

の行動傾向を把握することで、今後の方針等の参考に

するために考え項目を設定した。「⑨引継ぎ・教職員か

らの情報」により、多面的な実態把握ができ、見立て

や具体的な支援策を考えられるように項目を設定した。

「⑩その他・メモ」はシートを作成している時に養護

教諭が気になったこと、保健室以外で過ごす生徒の姿

等を記入できるように項目を設定した。 

(2) 健康相談活動の目的の設定理由 

目的は生徒に応じた方針や具体的な支援策を考える

ための柱になる。生徒自ら「自分らしい意思決定・行

動選択」ができるようになる働きかけのために健康相

談活動の目的を４つ設定した（第３表）。 

第３表 シートの健康相談活動の目的 

Ａ 生徒が心的要因であることを自分の事として捉えるよ

うにする 

Ｂ 生徒が気持ちに折り合いをつけられるようにする 

Ｃ 生徒がなりたい状況を考えられるようにする 

Ｄ 生徒が自分でできる範囲内の解決策を考えられるよう

にする 

 「Ａ生徒が心的要因であることを自分の事として捉

えるようにする」は、生徒が身体的不調は心的要因が

影響していることに気付くために設定した。身体的不

調は心的要因によるものと捉えられれば、目的Ｂ、Ｃ、

Ｄのきっかけになり、自己理解につながると考え設定

した。「Ｂ生徒が気持ちに折り合いをつけられるように

する」は、今よりも少しでも苦しさが楽になり、自分

の着地点を見つけられるように設定した。「Ｃ生徒がな

りたい状況を考えられるようにする」「Ｄ生徒が自分で

できる範囲内の解決策を考えられるようにする」は、

次の理由で設定した。自分が抱える問題を解決できな

い、解決したいが解決方法が分からない生徒等もいる。

健康相談活動の中で、生徒が養護教諭と話すことでな

りたい状況を考える（目的Ｃ）ことは、解決策を考え
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る準備になるのではないか。解決できる見通しを持ち、

自分ができる範囲内の解決策を考え（目的Ｄ）、行動に

結びつくと考えた。 

 

５ シートを活用した健康相談活動 

 令和２年９月から10月にシートを活用した健康相談

活動を次の流れで実施した。 

(1) シートに情報をまとめる 

 シート聞き取り項目①～④はこれまでの来室で知り

得た生徒の情報を記入する。⑤～⑧は健康相談活動で

の生徒とのやりとりを中心に情報をまとめる。生徒が

話していない部分については、生徒の様子を観察しな

がら質問をしていく。その際には、生徒の話すペース

に合わせ、うなずき、相づちを打ち、生徒の表情や仕

草などの非言語にも注目しながら会話を促す。観察し

た表情や仕草を⑤に記入する。養護教諭は会話を要約

し繰り返すことで、話を聞いているという姿勢を示す

と共に、シートにまとめた内容を生徒に確認する。そ

して生徒は何を訴えているのかを考えながらシートに

情報をまとめる。⑨は教員からできるだけ情報を得て

まとめる。 

 例えば、養護教諭の受容的な対応により「１人にな

りたい」や「安心できる場所が欲しい」という誰にも

話せなかった自分の気持ちを話すことができた生徒も

いた。 

(2) 見立てを決定する 

 見立てる際には、シートにまとめた生徒の話だけで

なく、何が生徒の課題になっているのかを考えながら、

養護教諭が重要だと考える項目に着目し、⑨引継ぎ・

教職員からの情報と⑩その他・メモにある保健室以外

で過ごす姿を観察した情報を踏まえて見立てる。また

健康相談活動を進める中で、生徒理解が深まり、見立

てがより明確になった場合は、再度シートを作成し、

まとめ直した。 

(3) 健康相談活動の目的を決定する 

 見立てを参考に、「自分らしい意思決定・行動選択」

を働きかける健康相談活動を行うために、目的を４つ

の中から選択する。目的を複数選択した場合は、段階

的に進める。 

 例えば、自分に負担をかけすぎている生徒と見立て

た場合、物事の優先順位をつけられるようになってほ

しいと考え、「Ｄ生徒が自分でできる範囲内の解決策

を考えられるようにする」ことを目的とした。 

(4) 方針を設定する 

 方針は生徒に応じた具体的な支援策を考えるために

設定する。方針を設定することで一貫性のある支援策

を考えられる。 

(5) 具体的な支援策を考える 

シートの活用による見立てと目的、方針を基に、具

体的な支援策を考える。 

例えば、ストレスの原因が分からない生徒には、ス

トレスの原因を明らかにするために、付箋で可視化す

ることを具体的な支援策の１つとして考えた。 

  

６ 具体的な支援策の実際 

 シートを活用した事例の中には、不定愁訴の事例と

健康課題が明らかになっている事例があった。 

 シートを活用した健康相談活動において、養護教諭

の言葉で生徒の気持ちや状況を明確化し伝えることで、

生徒が心的要因に気付くことができた。そして自分が

できる範囲内の解決策を考えることができたが、行動

を起こすことに躊躇する生徒もいた。養護教諭が心の

苦しさは体調に影響すると時間をかけ丁寧に伝えるこ

とで、生徒は身体的不調が心的要因によるものと自分

の事として捉えることができた。そしてなりたい状況

を考え、自分ができる範囲内の解決策を考え行動にう

つした。また、周囲に相談ができなかった生徒の場合

は、養護教諭だけでなく、周囲の教員に相談すること

ができた。さらに生徒によっては、心的要因によるも

のと自分の事として捉えると、他の要因に対して、養

護教諭の働きかけがなくても、なりたい状況や解決策

を自分自身で考え行動することができた。担任と学年

の教員から学校生活や学習等に前向きに取り組むよう

になったと報告があった。 

一方、体調不良によるこれまでの来室の様子から、

シートの裏面を活用し経過を追って生徒の様子を保護

者に伝えたことで、身体的不調は心的要因による可能

性があることを共有することができた。 

 

７ 事後調査 

(1) 目的・方法等 

 事後調査の目的等は第４表のとおりである。 

第４表 事後調査の対象と目的 

 対象 時期 目的 

質
問
紙
調
査 

教員 

 

令
和
２
年
10
月
末
～
11
月
初
旬 

シートを活用した生

徒の情報活用と生徒

の行動変容を把握 

養護教諭 シート活用前後の健

康相談活動の取組の

変化と生徒の行動変

容を把握 

聞
き
取
り
調
査 

研究における事

例に関係する教

員 

シートを活用した生

徒に対する見方と対

応の変化を把握 

養護教諭 シートを活用した健

康相談活動の実践状

況を把握 

(2) 結果 

教員に質問紙調査を行った結果、不定愁訴の事例に
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関係する教員において情報を生徒指導・支援に活用し

ていることが分かった。事前調査では活用はなかった

が事後調査では生徒と教育相談を実施した、事前調査

と事後調査のどちらでも情報を活用した、事前調査で

は声かけのみだったが事後調査では場を設けて教育相

談をした、との記述があった。このことからシートを

活用した生徒の情報で、教員の生徒理解がさらに進み、

対応にも変化があったと考える。 

養護教諭の質問紙調査には、「継続して来室がある

場合に今までの話の流れを確認しながら対応すること

ができたため、生徒の体調不良の原因や背景を多方面

から考えることができた。今まで『〇〇の授業の時間

に来室が多い、この授業が苦手なのだろう』と捉えて

いたものも、シートに記入していくことで、その裏に

隠れているものを考えるようになった」や、「生徒の

話を受け止めて聞くことで終わらず、シートに記入し

て話を整理することで、生徒へ次の段階のアドバイス

につなげることができた。今日はこの話、今日の目標

はこれ、と話を焦点化しやすくなった」という記述が

あった。このことから、シートの活用により生徒理解

が深まり、生徒に適した対応に変化したことが分かっ

た。「自分らしい意思決定・行動選択」につながる工

夫としては「生徒の気持ちを見える化した。生徒は『自

分にとって“楽しいこと”がこんなにたくさんあるん

だ』と気付くことができた。悩みをしまいこんでいる

と体調に影響すること、生徒がどうしたら心が楽にな

るかを養護教諭は時間をかけて話を続けた結果、生徒

から『外部機関で相談をしたい』という言葉が出てき

た」という記述があった。工夫として、心と体がつな

がっているということを伝え続けることと生徒の気持

ちを可視化することを行った結果、生徒が新たに解決

に向けた行動を考えることができた。このことから「自

分らしい意思決定・行動選択」につながったと養護教

諭は捉えていることが分かった。 

聞き取り調査はシートを活用した事例に関係する教

員から行った。結果を第５表に示した。 

第５表 聞き取り調査の結果 

生徒の 

見方の 

変化 

・以前と比べ明るい印象に変わった 

・生徒の言動をサインとして受け止める

ようになった 

・生徒の状況を理解し頑張っている印象

に変わった 

生徒対応 

の変化 

・養護教諭と役割分担をした 

・以前より生徒と話をする機会が増えた 

関係する教員からの聞き取り調査では、情報がある

ことで、関係する教員が生徒の言動をサインとして受

け止める等、生徒の見方に変化があり、学年会での話

し合いや教育相談の実施等、対応にも変化があった。 

養護教諭からの聞き取り調査では、「シートがある

ことで、生徒の話が整理され、『自分らしい意思決定・

行動選択』を働きかける健康相談活動の目的や方針を

意識しながら、どのように支援するか考えることがで

きた。またシートに情報をまとめてあるため、関係す

る教員と情報を共有しやすくなった」と述べている。 

 新しい環境に馴染めなかった生徒には、思春期を迎

えると誰でも心と体に変化が起きることを丁寧に説明

することで、自分の心的要因に気付くことができた。

またその後の来室で生徒から、生徒自身も自分の変化

を実感していること、居場所ができたと報告があった。

このことから生徒自ら「自分らしい意思決定・行動選

択」ができるようになる働きかけを通して健康相談活

動の充実を感じた。 

 

研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

不定愁訴のある生徒に対し、シートを活用し、生徒

自ら「自分らしい意思決定・行動選択」ができるよう

になる働きかけを通して健康相談活動の充実が図れた

のではないかと考える。 

 養護教諭はシートを記入しながら、話を聞くことで

生徒を客観的に見ることができ、生徒の話にペースを

合わせることやうなずきを効果的に使い、会話を促す

ことができた。生徒は今まで誰にも話さなかった自分

の気持ちや状況を話すことができ、養護教諭は生徒が

話す言葉と表情や仕草などの非言語の両方から生徒理

解を深められた。そしてシートの活用により、生徒の

気持ちや状況を整理することで、見立てや目的、方針、

具体的な支援策を考えることができた。 

 養護教諭はシートの裏面に健康相談活動の記録があ

ることで、健康相談活動の目的や方針を念頭に生徒へ

の継続的な対応ができたものと考える。また、来室の

間隔が空いても養護教諭は経過を確認し、目的や方針

に沿った対応ができると考える。 

不定愁訴のある生徒に対し、養護教諭がシートを活

用した健康相談活動を行うことで、生徒は身体的不調

の要因は心的要因によるものと自分の事として捉えら

れたのではないか。そして「自分らしい意思決定・行

動選択」を行うことができたのではないか。すなわち、

シートの活用により、健康相談活動の充実が図れたの

ではないかと考える。 

 前述の「文部科学省 2017」で示されていた「自分

について見つめたり、考えたりすることを支援する」

ことにおいてもシートを活用した健康相談活動が有効

ではないかと本研究の成果から考えられる。 

 本研究では生徒が「自分らしい意思決定・行動選択」

ができるように養護教諭が行う健康相談活動の充実を

図ることを目的としたが、シートに記入し、まとめた

生徒情報により、生徒の気持ちや状況について理解が
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深まり、共通理解ができ、校内連携についても充実を

図れた。 

 不定愁訴以外の事例においても、養護教諭はシート

を活用した健康相談活動を行い、医療機関へつなげた

り、自己理解を進めたりすることができた。健康課題

の背景が明らかになっている生徒に対しても、シート

を活用することで、具体的な支援策につながる充実し

た健康相談活動が行えるのではないかと考える。 

シートは、養護教諭が活用できるように作成したが、

生徒情報をまとめやすいため、生徒理解が深まり、見

立てや目的、方針が考えやすくなり、他の教員でもケ

ース会議等で活用し、校内支援の充実につながると考

える。 

 

２ 研究の課題と今後の展望 

今回の研究では健康相談活動の目的「Ｂ気持ちに折

り合いをつけられるようにする」ことについてシート

を活用しても成果を見取ることができなかった。しか

し「Ｂ気持ちに折り合いをつけられるようにする」こ

とは「自分らしい意思決定・行動選択」をする過程の

中で必要があることから、今後はどのような実践が有

効か検討したい。 

シートを活用して健康相談活動を行った結果、シー

トの再考が必要だと考えた。健康相談活動が進む中で、

新たな情報を記入することがあったため、日付を記入

する欄や枠のサイズの見直しである。さらに誰にでも

分かりやすいシート項目の表記を考えたい。またシー

トを活用した事例全てで、目的を複数選択していたた

め、目的ごとに方針が記入できるように欄を設ける等

検討し、さらに活用しやすいシートを考えたい。 

 本研究では、生徒が「自分らしい意思決定・行動選

択」ができる働きかけを健康相談活動の中で行った。

さらに今後は教育活動の様々な場面でも「自分らしい

意思決定・行動選択」を働きかけることに取り組みた

い。 

シートを活用し、生徒理解が深まったが、具体的な

支援策の共通理解を教員間で図る時間を確保すること

が難しく、それぞれの立場での支援になった。シート

の活用により生徒を多面的に理解し、チームとして支

援を行うために、今後養護教諭がコーディネーター的

な役割を果たすことで、組織的に支援していく強固な

校内支援体制づくりに寄与していきたい。 

 

おわりに 

 

 本研究の成果をいかし、健康相談活動シートを活用

し、一層健康相談活動を充実させていきたい。今後は

健康相談活動の中で「自分らしい意思決定・行動選択

する力」だけでなく、「心身の健康に関する知識・技

能」「自己有用感・自己肯定感（自尊感情）」「他者

と関わる力」を育成したいと考える。最後に御多用の

中、研究に協力いただいた所属校の教員の皆様に深く

感謝申し上げる。 
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